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北朝鮮の体内政策の変化

◉「敵対的２国家政策」：韓国との平和統一を目指す方針を完全に放棄し、韓国を同族では

なく「交戦中の敵対的な別個家」とみなす方針

　−　統一路線撤廃、制度的な整備：憲法改正、鉄道や道路破壊など、北朝鮮内の統一概念

削除など 

◉ 「朝鮮民主主義人民共和国核戦力政策について」（「核武力政策法」）採択（2022.9.8）

核保有国を再確認し、核兵器政策を法制化

- 「核保有国」（2013）→「核武力政策法」（2022）→　核武力政策が法的に国家基本法と

して公式化

◉ 自力更生と国産化

◉ 反社会主義文化の取締り強化



北朝鮮の体内政策の変化

◉ 核兵器使用の条件（第6条1項〜5項）

 

① 核兵器また大量殺傷兵器による攻撃が強行されたり、差し迫ったと判断される場合

② 国家指導部と国家核戦力指揮機構に対する敵対勢力の核及び非核攻撃が強行されたり、差し

迫ったと判断される場合 

③ 国家の重要戦略的対象に対する致命的な軍事的攻撃が強行されたり、差し迫った場合

④ 戦争拡大防止や長期化を防ぎ、戦争の主導権を掌握するための作戦上の必要が避けられない

場合

⑤ 国家の存立と人民の生命の安全に破局的な危機を招く事態が発生した場合



北朝鮮の体内政策の変化

◉「反動思想文化排撃法」：韓国の映画や音楽、ドラマ、出版物など外部の文

化・思想の流入を厳しく取り締まるために制定した法律。

− 5年以上10年以下の‘労働教化刑’、流入・流布に加担は最高‘死刑’

◉「青年教養保障法」：若者層への思想統制を強め、韓国ドラマや外国文化など

の流入を防ぐことを目的

◉「平壌文化語保護法」：韓国風の言葉遣いや外国風の外来語を排除し、平壌中

心の規範的な言葉を守るために制定



今後の課題

◉ 米中競争の在り方

◉ 北朝鮮の非核化問題

◉ 段階的アプローチ

− 対話チャンネル構築

− 危機管理

− ２国間信頼回復　→　多国間信頼関係構築

− 多者間戦略対話


